根 だからよ けいに 草が 茂って いたが、 瓦葺の 屋根に 

も 青々 とした 草が 黄色い 花 をつ けて いた。 

藤 木 氏が チン コ ッ きりをし ていたの も その 近所 だ つ 

た。 はじめ 私が 発見した 時、 私 は 藤 木 氏なん ぞ目 にも 

入れなかった。 忙しな く 煙草の 葉 を 揃える 人の 手元 や、 

キ J さ てもと 

ジャ キジ ャキと 煙草の 葉 を 刻んで いる 職人の 手許 を 夢 

中に なって 眺めて いた。 

その 日の 夕方、 いつもの ように 来て、 藤 木さん は 母 

こま 

に 眩して いた。 

「今日って きょうは 弱った のなん のって、 汗が 出た ね。 

だんまり はいいが ね、 いつまでも いつまでも 立って 見 



ている の だからね。 こ つちの ほうがな にか 言わな く 

ちゃなら ない 気がして —— 」 

だが 真から 心配そう にもい つた。 

「あんな 道草して いて、 稽古に ほんと に ゆく のかし 

ら？， - 

その 翌日 あたし は、 藤 木さん の チン コッ きりを 立つ 

いまし 

て 見て いて はいけ ない と誡 めら れた。 そのつ いでに 

母と 誰かが 話して いたの だが、 チン コッ きリ おじさん 

は、 職人と しても 好くない の だそう だ。 細君の 方 は 目 

が 高くて、 煙草の 葉 を 選る のにた しかで 早い、 大事な 

内職 人な ので、 その 方 を 手 離したくない ために、 役に 



うち 

たたない 御 亭主 も 雇って おいて くれる。 家で も 口 やか 

ましい 人が 外に 出て いて くれる の だから、 大切に、 お 

がむ ようにして 出して やる。 店の 方で も 細君の 方に 沢 

山 仕事 を させたい ので、 機嫌 をと つてお いて くれる の 

で、 それでも 三日 目 位に は あきて しまう の だと 言 つ た- 

藤 木さん は その 頃が 貧窮の どん底だった が、 細君の 

前 だけで は、 封建的 殿様ぶ り を 発揮して、 怒鳴って ば 

かりいた。 蜜柑 箱に キン タマ 火鉢 を 入れた のが 長火鉢 

< らし 

かわりの 生活で いて、 

「貴様なん ぞはボ ティ フリの 嬝 にで も なれ ご 

と いうの が 口癖で、 魚 売 は 自分より よほど 身分 違い I 



いや ののし くせ 

I さも 低級で も あるよう に賤 しめて 罵 る 習慣が あ つ 

たの だ。 貞淑な 細君 は、 そんな 事 を 言われても 尤も 

のように 押 だまって 辛 棒 強く 働いて いた。 手跡 はお 家 

流 をよ く 書き、 腰折れの 一 首 ももの し、 貧乏の 中に 風 

き リょ う 

流 を 解す る ゆとり も あり、 容貌 は 木魚の 顔のお じい さ 

んの 娘な りに、 似て はいたが 醜く はなかった。 

娘のお あさ は 色の 黒い ところと、 人の よい 正直者の 

表標 のよう な 光り を もつ くせに、 ちょいと 見 は 鋭く 見 

える 眼つ きを 父親から もら つ て、 母親から は 祖父 ゆず 

りのお 出額 を 与えられた。 髪の毛の 濃い 小ぢん まりし 

た 小さな 娘だった。 



ある 日、 藤 木 夫妻と 娘と が、 私の 祖母と 母の 前に 並 

んで 座って いた。 あたし も そばへ 行って 座った。 丁度 

おもて へや 

父が 外 から 帰って来て 客の またせて ある 室へ ゆきが 

けに 通る と、 母が 鎚る ように 言った。 

こ まき や 

「お あさが 小蒔屋 へ 行く ことに きまり ま し て 」 

うち 

「そうか、 金 助の 家 か？」 

キ J よ ち と 

「さようで ございます、 清 元が 大層 気に入りまして I 

I 踊り も 質が い いと 仰し や つ てくだ さいます ので I 

I」 

藤 木の 細君が いった。 

やなぎば し 

小蒔屋 —— 柳 橋の 芸妓 屋の 名だった。 家へ も 来る 



が、 両国 広小路 —— 電車 道路と なった が —— の、 両国 

ばしょう 

橋に むか つ て 右側に、 「芭蕉」 という 大きな 薬種 屋が 

あって、 芭蕉の 葉が 一 葉 大きく 青く 彫刻した 看板が 棟 

にあげて ある 店だった。 その 薬種 屋は 「正久 の 一」 と 

いう 名人の 緘灸& の 家で 広い 店 二階に 一 ぱい 患者が 詰 

とち 

めかけて いた。 正久 さん は 盲目 だが 上品な 老人で、 供 

がつ いて 祖母の ために 療治に 来て くれたが、 なにしろ 

患者が 多い ので 祖母の 方から 通う 日 も 多かった。 そこ 

の 待合せ は 所がら 芸妓 やや 料理店の 人が 多く、 藤 木 夫 

婦の 望みと 抱妓を ほしがつ ている 小蒔屋 との 交渉が、 

おもいがけなく 私の 祖母から 出来 上 つて しまったの 



宿 下りに 母親に つれられて 来て、 柳 橋へ 帰る かえりに 

ひ いたじめ ぢリ めん うぐいす しゅす はら あわせ 

寄った。 緋の 板^ 縮緬に 鶯 色の 襦 子の 昼夜帯 を、 ぬ 

えもん そ とうじん まげ 

き 衣紋の 背中に お 太鼓に 結んで、 反った 唐人 髭に 結つ 

くし たま べっこう 

てきた が、 帰りし なに は、 差 櫛 や 珊瑚 珠の ついた 鼈甲 

の簪を 懐紙に つ つんで 帯の 間へ 大事そう にしまい こみ、 

つま しリ 

棲 さき を 帯止めに はさんで、 お尻 を はしょった。 

私 はさび しい 気持で それ を 眺めて いた。 私の 着物 を 

従姉が 着る のでよ けい 親しみが 深かった のに、 なんと 

なく その 日の 従姉 は 私から 離れて いってし まっていた。 

お あさ ちゃんの 体の 方が 借り ものに なって、 着物 ゃ簪 

の 方が 巾 をき かせて いた。 



しょた い 

その 頃に なって、 藤 木さん の 世帯 は、 すこしば かり 

うぐ いす だに 

ゆとりが 出来た 様子に な つ た。 根 岸の 鶯 谷 の 奥の 

.>っ えき や こてい 

植木 師の 庭つ づきの、 小 態な 寮の 寮番 のよう な 事 をし 

ながら、 相 変らず チン コ ッ きりと 煙草の 葉 選りの 内職 

ときわず 

だった。 妹娘 は 常 磐津を 仕込んで いたが、 勝 川のお ば 

さんの 方へ 多くい つていた。 

おとなし がわ い ま 

音 無 川 を —— 現今で は 汚れた 溝川に な つ ている が I 

I 前にした、 静かな 往来に むかって、 百姓家の 角に、 

かたお リど かんじゃく 

竹で 網んだ 片折戸 を もった、 粗末で は あるが 閑寂な 

小屋に、 湯 川 氏のお ばあさんが、 ポッン と 一 人 住んで 

いた ころな ので、 私が 子供の くせに ふさぎの 虫 を 起す 



の 向 側に あって、 板 小屋の 不動 堂と その後に 寒竹の 茂 

ゆうす 、-- 

みのある 幽邃な 一 区域に なって、 音 無 川が 道路と へだ 

てて いた。 裏の 百姓家 も 植木 師を かねてい たので、 お 

こいえ はげい とう あおい ほうせんか 

ばあさんの 小屋の 台所の 方 も、 雁 来 紅、 天竺葵、 鳳仙花、 

やぐる まそう とき 

矢 車 草な どが 低い 垣根越しに 見えて、 鶏の 高く 刻 をつ 

くるの がき こえた。 おばあさんの 片折 戸の せまい 空地 

おとぎ そうこけ しゅうか いどう 

も 弟切リ 草が 苔の ように 生えて、 水引 草、 秋 海棠、 お 

しろい の 花 も こぼれて 咲いて いた。 

あたしに は その 家が めずらしく つてた まらなかった。 

とどろ 

車馬の 轟き はめった に 聞こえず、 人が 尋ねて くるで 

あおがえる 

はなし、 昼間 家の 中 を 青蛙が 飛んで いるし、 道ば たの 



てんびんぼう た わ 

伝いたくて ゥ ズゥズ している。 小僧さん が 天秤棒が 橈 

む ほど、 籠に 一 ぱいの 大きな 瓜 を 担いで 来て、 土橋 を 

ギ チギチ 急いで 渡って た。 

町の 子の あたしが、 笹舟 を 流す こと を 知った の も、 

よ ま 

麦笛 を 吹いた の も、 夜 蒔きの 瓜の 講釈 をき いたの も、 

田圃へ どじょう を 突きに 行った の も、 根 岸の 里 住居の 

きんちゃく 

たまものだった。 おばあさん は 切れの 巾着の 中味 を 

勘定して、 あたしの おやつ や 好きな 塩鮭の 一切れ を 

買いに いった。 まだ 上野 山 下の 青 石 横町に いる 時分に、 

あま あが すく 

あたし は 雨上りに 三枚 橋 下へ 小魚 を 掬いに い つたり、 

山 内へ # の 実 を 拾いに いって、 夜になる とおば あさん 



ける 

貸本屋 も 御 隠居 処 なので ある。 寒竹の 垣根つ づきの 

細道 を、 寒竹の 竹の子 を 抜きながら ゆく と 何処で か 

やぶう ぐいす すべ 

藪鶯が 鳴いて いる。 カラカラと、 ヒリの いい 門の 戸 

を あける と、 踏 石 だけ 残して、 いろ とりどりな 松葉 

ま.， こ， P- 

牡丹が 一面。 軒下に 下って いる 鈴 をなら すと、 切 髪の 

きれい 

綺麗な 女 隠居が 出て きて、 両手 を 揃えて 丁寧 にお じぎ 

をした。 

『妙々 車』 『浅 間嶽』 などが 私の 膝の 前に 高く 積み重ね 

られ た。 私 は 幾度 か 見た もの も あれば まだ 一 度 も 開い 

たことの ない もの もあった。 小さな 私が 了む を 魅ら れ 



の 藩士で 造幣局に 出て、 失職して 千 葉の 監獄の 監守に 

なり、 後に 台湾で 骨董 商と 金 貸 をした (虎と 蛇の 薬 を 

もって 来た) 人の 細君だった。 —— その 時分 漸く 奉 

還 金の 残りが 公債 証書で 渡される とかいつ て 悦び あつ 

ていた 間柄 だ つ た —— 気 むずかしい 毒舌 家の 藤 木さん 

ひと ご 

が、 一番 気の あった 女だった。 極く 早い お茶の水の 卒 

業 生だった 彼女が 学校 を 出て、 大丸 横町の 岡 田 学校と 

いうのへ 月俸 金 四 円 也で 奉職した の は、 私 なぞの 知ら 

ない ころだった が、 わからずやの 私の 母 は、 妹が 毎日 

はかま 

袴 を はいて 大門 通り を 通り、 近所の 小学校へ つとめ 

に 来られて は 肩 味が せまいと いう 理由の もとに 抗議 を 



所の 人た ちが 消て いて くれた。 

飛火 は 消えた。 どうやら 半焼 —— それ も 戸棚の 中 だ 

けで すんだ というので、 狂気の ように 家の 中にはい つ 

て 見る と、 戸棚の 中味 だけが すっかり 焼けつ くして I 

もの 

I やっと、 どうにか なり かけた 藤 木の 品ば かりで なく、 

田舎から はこんで 来た 義妹の 家財 は 一 物 も 満足な の は 

なく、 一緒にして 飽へ 入れて おいて もらった 両家の 

かろく ほうかんき ん 

家禄 奉還 金の 書類 も 灰にな つてし まっていた。 
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